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電子�

いきいき八潮の�
子どもたち（学校紹介）�

朝の運動の一場面 

縦割り給食 

大曽根の３間（時間・空間・仲間） 

交通安全教室「正しく安全確認！」 

全校徒歩遠足（ザリガニつり） 

なかよし　げんき　松之木の子 

全校読書活動『お話し会』 

いきいき八潮の�
子どもたち（学校紹介）�
～ 地域と共に歩む学校 ～�

指導課���　 359内 問 ※児童・生徒数は、平成18年5月1日現在�

　
近
隣
４
市
１
町
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
を
お

届
け
し
ま
す
。�

�

越
谷
市�

市
民
保
養
施
設
「
お
が
の
山
荘
」
を
ご
利

用
く
だ
さ
い�

　
古
い
歴
史
と
独
自
の
文
化
、
豊
か
な
自

然
に
恵
ま
れ
た
秩
父
路
の
西
部
に
位
置
す

る
小
鹿
野
町
に
、
市
民
保
養
施
設
「
お
が

の
山
荘
」
が
あ
り
ま
す
。�

　
お
が
の
山
荘
を
拠
点
に
、
見
所
い
っ
ぱ

い
の
秩
父
路
を
満
喫
し
て
み
ま
せ
ん
か
。�

■対
５
市
１
町
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方�

■費
１
泊
２
食
　
大
人
５
３
０
０
円
、
３
歳

〜
小
学
生
４
０
０
０
円�

■問
お
が
の
山
荘
�
０
４
９
４
・
７５
・
１
４

１
５�

�

草
加
市�

「
そ
う
な
の
か
！
仕
事
と
人
生
」
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
と
住
田
裕
子
弁
護
士
に
よ
る
講
演

会�■日
９
月
２１
日
�
　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
＝
午
後

１
時
３０
分
〜
　
講
演
会
＝
午
後
２
時
３０
分

〜
４
時�

■場
獨
協
大
学
（
松
原
団
地
駅
西
口
下
車
徒

歩
５
分
）�

■対
３５
歳
未
満
の
求
職
者
と
そ
の
家
族�

■定
４
０
０
人�

■申
電
話
で
、
草
加
市
消
費
労
政
課
（
�
９４１

・
６
１
１
１
）
へ�

�

三
郷
市�

地
球
市
民
フ
ェ
ス
タ
ｉ
ｎ
み
さ
と�

　
国
際
交
流
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
三
郷
在
住

の
外
国
人
に
よ
る
交
流
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル�

■日
９
月
２４
日
�
　
午
前
１０
時
〜
午
後
３
時�

■場
み
さ
と
団
地
セ
ン
タ
ー
モ
ー
ル
広
場
（
三

郷
駅
西
口
下
車
徒
歩
１５
分
）�

※
雨
天
の
場
合
、
ス
ー
パ
ー
タ
ジ
マ
前
広

場�■内
各
国
の
物
産
展
・
模
擬
店
、
文
化
紹
介

な
ど
。
歌
や
踊
り
の
楽
し
い
ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
も
あ
り
ま
す
。�

■問
三
郷
市
立
北
公
民
館
�
９５７
・
０
２
５
３�

�

松
伏
町�

パ
ド
ヴ
ァ
・
ト
リ
オ
　
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン

サ
ー
ト�

　
イ
タ
リ
ア
の
歴
史
的
文
化
都
市
パ
ド
ヴ

ァ
を
拠
点
に
活
躍
す
る
父
娘
に
よ
る
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン
、
チ
ェ
ロ
、
ピ
ア
ノ
の
心
温
ま

る
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。�

■日
９
月
１７
日
�
　
午
後
２
時
開
演
（
１
時

３０
分
開
場
）�

■場
田
園
ホ
ー
ル
・
エ
ロ
ー
ラ
（
北
越
谷
駅

東
口
か
ら
エ
ロ
ー
ラ
行
き
バ
ス
で
「
中
央

公
民
館
前
」
下
車
）�

■内
曲
目
＝
エ
ル
ガ
ー
（
愛
の
あ
い
さ
つ
）、

レ
ス
ピ
ー
ギ
（
シ
チ
リ
ア
ー
ノ
）
ほ
か�

■費
〈
全
席
指
定
〉
大
人
１
５
０
０
円
、
高

校
生
ま
で
５
０
０
円
※
未
就
学
児
の
入
場

は
お
断
り
し
ま
す
。�

■問
�
松
伏
町
ふ
る
さ
と
文
化
財
団
�
９９２
・

１
０
０
１�

�

吉
川
市�

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
秋
の
星
空�

■日
毎
週
土
・
日
曜
日
お
よ
び
祝
日
　
午
後

３
時
〜
（
３０
分
間
）
※
平
日
は
、
１０
人
以

上
の
団
体
利
用
可
（
要
事
前
申
し
込
み
）�

■場
児
童
館
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド�

■費
２
０
０
円�

※
３
歳
未
満
の
乳
幼
児
は
ご
遠
慮
く
だ
さ

い
。
※
就
学
前
の
幼
児
は
、
保
護
者
の
同

伴
が
必
要
で
す
。
※
観
覧
者
が
５
人
未
満

の
場
合
は
、
投
影
を
中
止
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。�

■問
吉
川
市
児
童
館
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
�
９８１

・
６
８
１
１�

■問
広
聴
広
報
課
　
�
○内
４
２
３�

��

　
　
　
声
　
　
　
　
大
瀬
　
　
中
　
真
理�

遠
く
の
ほ
う
か
ら�

た
れ
か
を
呼
ぶ
声
が
す
る�

行
き
か
う
人
も
途
絶
え�

薄
闇
が
降
り
る
裏
通
り�

�

遊
び
に
出
た
ま
ま
帰
ら
な
い
子
を�

さ
が
し
て
い
る
の
か�

ほ
そ
い
声
が
尾
を
曳
い
て
い
る�

�

足
を
は
や
め
、
息
を
切
ら
し
て�

角
を
曲
が
っ
て
も�

そ
の
声
は
、
か
す
か
に
続
い
て
い
る�

そ
れ
は
、わ
た
し
の
母
の
声
に
も
似
て
い
る�

�

ふ
と
気
が
つ
く
と�

見
知
ら
ぬ
路
地
に
迷
い
込
ん
で
い
る�

街
灯
に�

軒
の
低
い
家
々
が
浮
か
び�

や
せ
た
犬
が
、
私
の
前
を
横
切
っ
て
い
く�

��

八
　
條
　
杉
村
　
知
香�

は
る
か
な
る
母
の
面
影
星
流
る�

八
　
條
　
加
藤
　
龍
子�

蝉
時
雨
聞
き
つ
い
つ
し
か
夢
の
国�

中
央
一
　
斎
藤
　
富
吉�

藍
湯
衣
白
き
う
な
じ
に
町
の
風�

中
央
一
　
山
角
　
微
陽�

鷺
翔
ち
て
水
尾
き
ら
き
ら
春
立
て
り�

八
潮
七
　
石
井
　
忠
枝�

軒
先
の
白
き
提
灯
迎
え
盆�

八
潮
七
　
小
倉
　
孝
義�

雨
止
め
ば
静
け
さ
破
る
蝉
時
雨�

大
曽
根
　
横
山
　
英
道�

百
萬
の
人
見
上
げ
た
り
川
聞
き�

大
曽
根
　
小
倉
　
義
孝�

茄
子
の
牛
キ
ュ
ウ
リ
の
馬
で
盆
迎
え�

緑
町
五
　
藤
波
　
ふ
み�

盆
の
客
話
は
尽
き
ぬ
終
戦
記�

木
曽
根
　
古
根
　
昌
明�

初
孫
は
た
れ
似
か
論
じ
暮
れ
る
夏�

八
潮
七
　
茂
村
　
つ
留�

日
照
の
少
な
き
夏
を
憂
い
け
り�

伊
　
草
　
井
上
　
進
寿�

い
ま
だ
陽
の
匂
い
の
こ
も
る
ス
イ
カ
か
な�

緑
町
三
　
岩
田
　
苑
江�

客
帰
り
夏
座
布
団
の
温
も
り
や�

大
曽
根
　
根
岸
佐
代
子�

逝
き
し
息
子
の
迎
え
火
焚
き
て
二
十
年�

八
　
條
　
小
金
丸
美
智
子�

餓
え
た
日
々
振
り
返
る
な
り
敗
戦
忌�

大
曽
根
　
椎
野
さ
ち
子�

毛
虫
落
ち
い
ず
こ
へ
い
く
か
身
を
く
ね
り�

垳
　
　
　
森
田
ヱ
ミ
子�

逃
げ
る
子
は
鼠
花
火
に
追
わ
れ
け
り �

八
　
條
　
大
山
ト
キ
子�

稲
妻
の
夜
空
を
二
つ
に
分
け
に
け
り �

大
曽
根
　
藤
郷
千
代
子�

香
水
は
控
え
目
が
よ
し
つ
つ
ま
し
く�

大
曽
根
　
寺
井
　
時
子�

友
と
飲
む
旨
さ
身
に
沁
む
熱
帯
夜�

��

木
曽
根
　
高
谷
　
多
門�

仏
壇
に
わ
れ
古
希
を
告
げ
祈
る
な
り�

　
　
　
還
ら
ぬ
父
は
三
十
の
ま
ま�

中
央
三
　
輪
島
　
　
武�

大
勢
の
御
霊
ま
つ
り
し
慰
霊
塔�

　
　
　
数
多
の
献
花
終
戦
記
念
日�

南
川
崎
　
松
谷
　
永
子�

虫
の
音
に
昼
の
疲
れ
を
癒
さ
れ
つ�

　
　
　
い
つ
し
か
入
る
眠
り
の
国
へ�

中
央
一
　
猪
瀬
　
利
助�

降
り
し
き
る
雨
に
一
夜
を
ぬ
れ
な
が
ら�

　
　
　
色
冴
え
わ
た
る
あ
じ
さ
い
の
花�

南
後
谷
　
杉
村
　
セ
ツ�

老
い
の
身
を
鈴
虫
の
音
に
癒
さ
れ
つ�

　
　
　
暑
さ
の
一
夜
わ
れ
は
凌
ぎ
ぬ�

大
曽
根
　
臼
方
美
代
子�

大
空
に
遊
ぶ
が
ご
と
き
ち
ぎ
れ
雲�

　
　
　
母
な
る
雲
に
包
ま
れ
な
が
ら�

八
　
條
　
種
村
　
幸
子�

夏
惜
し
み
命
絞
り
て
闇
の
な
か�

　
　
　
樹
木
に
蝉
の
あ
は
れ
鳴
き
立
ち�

◆
ご
投
稿
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。�

　
文
芸
欄
へ
の
ご
投
稿
は
、
未
発
表
の
自

作
に
限
り
ま
す
。�

〈申請方法〉�
　市のホームページから「電子申請」をクリックし「埼玉県市町村　申請・届出サ
ービス」をクリックすると、申請・届出サービスの窓口にアクセスができます。申
請はインターネットで行えますが、手数料の納付や交付物の受け取りは市役所など
の窓口にお越しください。（一部の手続きでは郵送による方法もあります）�
　また、本人からの申請であることの確認が必要となる手続き（�～�・�～�）
については、公的個人認証等による電子署名が必要となります。�
�
■問各手続きの内容＝各担当課（申請・届出サービス画面の様式内容説明に記載され
ています）、公的個人認証サービス＝市民課�○内２１０、その他サービス全般＝情報化
推進担当�○内３１０�

　
市
で
は
、
防
犯
推
進
に
関
連
す
る
施
策

を
総
合
的
、
計
画
的
に
推
進
す
る
た
め
「
八

潮
市
地
域
防
犯
推
進
計
画
」
の
策
定
を
進

め
て
い
ま
す
。�

　
計
画
を
策
定
す
る
に
当
た
り
、
市
の
計

画
原
案
を
公
表
し
ま
す
。�

　
計
画
策
定
段
階
で
、
広
く
市
民
の
皆
さ

ん
か
ら
の
ご
意
見
を
募
集
し
、
同
計
画
に

反
映
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。�

�

意
見
募
集
期
間�

■日
９
月
１９
日
〜
１０
月
６
日�

計
画
原
案
の
縦
覧
場
所
（
９
月
１３
日
か

ら
）�

■場
交
通
防
災
課
、
八
條
図
書
館
、
八
幡
図

書
館
、
ゆ
ま
に
て�

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ�

http://w
w

w
.city.yashio.lg.jp/

意
見
書
の
提
出
方
法�

�
記
入
事
項�

　
住
所
、
氏
名
お
よ
び
意
見�

※
法
人
そ
の
他
の
団
体
に
あ
っ
て
は
、
主

た
る
事
務
所
の
所
在
地
、
名
称
お
よ
び
代

表
者
の
氏
名
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。�

�
提
出
方
法�

　
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
（
様
式
は

自
由
）�

�

意
見
の
取
り
扱
い�

�・
市
は
、
提
出
い
た
だ
い
た
ご
意
見
を
考

慮
し
、
計
画
を
作
成
し
ま
す
。�

・
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見
に
つ
い
て

は
、
市
の
考
え
方
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で

公
表
し
ま
す
。�

・
ご
意
見
の
内
容
に
つ
い
て
、
公
開
さ
せ

て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
住
所
・

氏
名
等
を
公
表
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。�

・
個
々
の
ご
意
見
に
対
す
る
回
答
は
い
た

し
か
ね
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。�

�

意
見
書
提
出
先
お
よ
び
問
い
合
わ
せ
先�

交
通
防
災
課
�
○内
３
０
５
、
�
９９５
・
７
３

６
７
、Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
スkotsubosai�

@
city.yashio.lg.jp

�住民票の写し請求　�住民票記載事項証明請求　�戸籍の附票の写し請求　�印鑑
登録証明書交付申請　�犬の新規登録・狂犬病予防注射済票交付申請　�狂犬病予防
注射済票交付申請　	狂犬病予防注射済票再交付申請　
犬の鑑札の再交付申請　�
犬の死亡届　�犬の登録事項変更申請　妊娠届　�水道使用開始届　�水道使用中
止届　�付記転出届　�住民税課税・所得・非課税証明交付申請　�固定資産評価証
明交付申請　�納税証明交付申請　�給与支払報告（総括表）�給与支払報告・特別
徴収に係る給与所得者異動届　�転勤等による特別徴収届　�軽自動車税申告（報告）
書兼標識交付申請書（原動機付自転車・小型特殊自動車）�軽自動車税廃車申告書兼
標識返納書（原動機付自転車・小型特殊自動車）�

〈受け付けできる手続き〉�

インターネットで申請できます�
～埼玉県市町村　申請・届出サービス～�

　市では、インターネットを使った申請や届出の受け付け
を始めます。自宅や職場などから２４時間・３６５日いつでも
申請などの手続きができるようになります。�

〈受付開始日〉10月1日（日）　正午～�

　
八
條
小
学
校�

校長名　狩野　　勉�
児童数　５１５人�
所在地　鶴ヶ曽根１�
電　話　９９６－８４００�

　学校教育目標�
『明るく・かしこく・あたた
かく』�
　本校は、創立以来１３３年の
伝統校として『地域と共に八
條小学校』をキャッチフレー
ズに、地域に根ざした教育活
動を行い、保護者や地域の方々
が気軽に来校し、コミュニケーションを通して協力・連携・
融合ができることを目指しています。�
【地域と共に】一体になった運動会・学校周辺でのザリガ
ニつり・わらじづくりやさつまいも栽培等の体験活動・学
校開放講座の開講・高齢者の
方々へのハートメール通信�

　
潮
止
小
学
校�

校長名　後田　房枝�
児童数　５５２人�
所在地　南川崎８２２�
電　話　９９６－９９５５�

　学校教育目標�
『豊かな心を持ち、たくましく
生きる児童の育成』�
・進んで学習する子・心の美
しい子・体をきたえる子�
　本校は、創立以来１２１年の
歴史を持つ伝統校です。昨年、
１２０周年記念式典（校内音楽会
含む）を開催することができました。地域には多くの卒業
生が活躍されており、地域の方々の学校に寄せる思いと協
力・支援は極めて大きいものがあります。地域の方々が中
心になり、八潮の歴史的文物を収集保存し、校内に創立し
た郷土資料館は、各種の学習
に有効に活用されています。�

　
大
曽
根
小
学
校�

校長名　木村　正男�
児童数　４４７人�
所在地　垳５２７�
電　話　９９６－６３７２�

　学校教育目標�
『輝く笑顔と夢いっぱいの学校』�
　平成１６年度には文部科学省
から３年間「子どもの体力向
上実践事業」、そして本年は教
育に関する三つの達成目標東
部地区推進連絡協議会から「教
育に関する三つの達成目標―
体力―」の研究委嘱を受け、体育科を軸にした特色ある学
校を目指しています。中でも「子どもの体力向上実践事業」
は、全国４２実践地域の１つであり、県内では唯一の学校
となります。７つのプログラムを組み込み、数値目標を設
定し、地域社会と共に子ども
たちの成長を支える新しい試
みで、全国的に注目されてい
ます。�

　
中
川
小
学
校�

校長名　甲田　正樹�
児童数　１９５人�
所在地　大瀬１５１６�
電　話　９９６－１３７５�

　学校教育目標�
『がんばる子・考える子・心
の美しい子』�
　「心豊かな中川っ子」の育
成のため、地域に密着した教
育をめざし、家庭・地域社会
との連携を深めています。ま
た、その学年で確実に身につ
けさせたい基礎的・基本的な
内容である３つの達成目標の推進を図っています。�
①基礎・基本の確実な定着を図ります。�
②伝統やよき校風を継承します。�
③心豊かな体験活動を重視します。�
・緑を育て、緑に学ぶ理念の
もと、一粒の種から植物や
作物を育てたり、身近にあ
る生き物を育て、命の営み
と大切さを体験的に学ばせ
ます。�

　
八
幡
小
学
校�

校長名　後藤　秀雄�
児童数　６９０人�
所在地　中央４－２１－１６�
電　話　９９６－４０４２�

　学校教育目標�
『学び育つ子』�
　明治６年に３つのお寺を仮
校舎として発足した本校は、
明治３７年５月１日に八和田尋
常高等小学校として新たに開
校し、今年１０２年目を迎えまし
た。正門から校舎を見つめる
老松、２つの資料館は本校の歴史の重みを物語っています。�
　「やればできるやわたっ子」を合言葉に職員一同、日々
特色ある教育活動、特に今年度は算数科を中心として「自
ら学び、自ら考える力を育てる学習指導」を研究、推進し
ています。�

　
松
之
木
小
学
校�

校長名　佐藤　哲士�
児童数　５７１人�
所在地　緑町３－９－１�
電　話　９９６－１３７７�

　学校教育目標�
『自ら学習する子（かしこく）・
仲よく助け合う子（やさしく）・
体をきたえる子（たくましく）』�
　西にどんぐり遊歩道、東に
松之木公園と四季の風情を感
じる緑豊かな地域に学校があ
り、八幡図書館、八條図書館、
楽習館などの公共施設が徒歩
圏内で、日々の学習の場として活用できるという恵まれた
教育環境です。創立は昭和４７年で今年３５年目を迎え、地
域には卒業生も多く、地域に根付いた教育活動を展開して
います。�
【特色ある教育（心づくり・体
づくり・生きる知恵づくり）】�
①少人数指導�
②縦割り遊び�
③朝マラソン�

　
八
條
北
小
学
校�

校長名　高橋　芳秋�
児童数　１８９人�
所在地　八條１１５０�
電　話　９３１－３２６１�

　学校教育目標�
『みんな友だち 豊かな心』学
ぶ子・助け合う子・やりぬく子�
　児童にとって「行きがい居
がい」の持てる学校づくりを
基本としています。教師が子
どもと保護者と信頼関係を築
くことのできる学校を目指し、
子ども一人ひとりに「目をか
ける」「声をかける」「手をかける」という三かけの教育を
推進しています。�
①目をかける教育…子ども一人ひとりに目を配る、子どもの
状況を把握する。�
②声をかける教育…心が通い合うよう、子どもとの信頼関
係を築く。�
③手をかける教育…一人ひと
りの子どもを自立させるた
めの手だてを工夫し、子ども
に寄り添い、指導・支援する。�

　八潮市の小中学校は、それぞれの学校が、特色のある学校づく
りに一生懸命取り組んでいます。�
　学校は、人々の交流や情報の交換など、地域の拠点となってい
く役割も持っています。地域と共に歩んでいく学校を目指してい
ますので、皆さんもご声援をよろしくお願いします。�

「
八
潮
市
地
域
防
犯
推
進
計
画
（
原
案
）」�
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